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井澤鉄兵(主任)・有田沙織(A)・岩元智子(B)・荒井貴文(C)・立山聖(D)・柴山美千夏(E)
浦江健太朗・吉田昌弘・中嶋航太郎・酒井恵理(副担任)

　４月から学年がスタートし、あっという間に８
か月が経ちました。たくさんの思い出がありまし
たね。ABルームは入学してすぐに八景島シーパラ
ダイスへ。普通科はその裏で総合的な探究の時間
を例年よりも早くスタートさせ、新カリキュラム
のリサーチクエスチョンプロジェクトを始めまし
た。そして体育祭、高校では初めての定期考査や
各科のさまざまな行事、各ルーム特色のあった神
無祭、10月の学年行事・・・と気付けばもう年末
です。あっという間でしたね。
　学校教育目標である「心豊かな人になろう」と
共に学年目標として「Agencyの育成」を掲げ、１
年間計画してきました。確認ですが「Agency」は
「自ら考え、主体的に行動して、責任をもって社
会変革を実現していく力」です。積極的に行動す
ることも一つの選択ですし、あえて立ち止まるこ
ともまた一つの選択です。それぞれが自分のやる
べきこと、役割を全うし、自分ができることから
よりよくしていく。そんな姿をたくさん見れるこ
とを学年団として期待し続けています。そのため
には自分たちで何かを考え、行動できる機会が必
要不可欠だと思うので、来年の計画もさまざま練
っているところです。教員・生徒力を合わせて、
みんなで楽しいことができたらいいですね。

　さて、年末ということでクリスマスも近づいてき
ましたね。校内でもクリスマスを意識した？授業が
展開されとても楽しそうな雰囲気でした。音楽では
ハンドベルでエーデルワイスを演奏していました。
Bルームの英語コミュニケーションでは、クリス土
田村上サンタによるジングルベルのリスニングが行
われていました。数学はというと、クリスマスを
1mmも感じない三角関数や整数問題が展開されて
います。追試という素敵なクリスマスプレゼントも
あるみたいですね。ちなみに私の次女はキリスト系
の保育園に通っていますので、毎日ページェントキ
リスト（キリストの降誕劇）の練習をしています。
宿屋さんの役をやるみたいです。とてもがんばって
いて当日も泣いちゃいそうです。そんなクリスマス
は、家族でゆっくり過ごすもよし。恋人と素敵な思
い出を作るもよし。いつも通り普通の一日を過ごす
もよし。果たしてみんなの家にサンタさんは来るの
でしょうか。
　クリスマスは本来、「誰かを思い、分かち合う」
ことを大切にする日でもあります。忙しい毎日の中
だからこそ、周囲への感謝や相手の立場に思いを巡
らせる時間を持ってほしいと思います。もちろん、
クリスマスに限らず、この一年で育んできた人との
つながりを大切にしながら、新しい年へと歩みを進
めていきましょう。みなさんと年明け元気に会える
ことを楽しみにしています。よいお年を！

１年間ありがとうございました

1B「英語コミュニケーション」クリスサンタ！？

Cルーム「ハンドベルでエーデルワイス♪」


